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第Ⅰ章  緒言  

1 相撲とは  

 相撲は 1500 年以上前から存在しており，起源は力くらべや取っ組み

合いであったとされている．歴史の中でいくつかの種類に分類されてお

り，その種類には節介相撲，武家相撲，勧進相撲があったとされ，江戸

時代までは農作物の収穫を占う儀式としても行われてきた 9 )．明治，大

正から昭和の戦前において大相撲は祝祭とされていたが，その後勝敗を

競うスポーツとしての形態を整えた大相撲が確立されていった 9 )．一方，

学生相撲や実業団相撲といったアマチュア相撲も競技人口は少ないが，

年々レベルは向上している．その理由の 1 つとしては相撲の国際化が考

えられる．近年では外国人選手の日本への留学や国際大会の増加に伴い，

古来の相撲の取り口も変化しているとともに競技レベルの向上につなが

っている． このように相撲は日本の伝統的な国技であり，世界各地で行

われている競技でもある．  

 競技特性としては，無差別階級で行われる対人格闘競技のコンタクト

スポーツということが挙げられる．対人格闘競技には柔道やレスリング，

ボクシングなど各種あるが，これらは体重の影響がパフォーマンスに大

きな影響を与えるため，それぞれ階級が設けられている．一方，相撲に

おいては他の対人格闘競技とは異なり，階級に分かれることなく無差別

で行われる．そのため，体格が大きいほうが有利とされている 1 3 ,  2 0 , 2 2 )．

また，相撲は 4 .55m の土俵内で勝負が繰り広げられ，土俵から出るか地

面に足の裏以外がつくかによって勝敗が決定する．その狭い土俵で勝負

が繰り広げられるため，極めて短時間で勝敗が決するという点も競技特

性の 1 つである．  
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2 立ち合いについて  

 相撲の取り組みは両者が仕切りの体勢から両手を地面につき，審判

の「はっきよい」という掛け声を合図に取り組みのスタートとなる．こ

のスタート局面を立ち合いという．相撲は短時間で勝負が決する競技で

あるため，このスタート局面である立ち合いが勝負を決する上で重要な

要因になると示唆されている 1 8 , 2 3 )．相撲以外のスポーツでも短時間で勝

負が決するスポーツは数多くあるが，それぞれでスタートのパフォーマ

ンスが重要な要素であると述べられている． C ossor,ら 3 )は競泳 50m の

自由形のスタートはレース時間の最大 30%を占めるため，スタートの時

間を短縮することが重要であると報告している．また， Zano let t i ら 3 0 )

はスケルトンのスタートについて，男子選手では 23%，女子選手では 40%

が勝敗に影響すると報告しており，スタート局面のパフォーマンスを向

上させることが競技能力の向上につながると述べている．このことから

短時間で勝負が決するスポーツにおいては，スタートのパフォーマンス

が重要であると考えられ，勝敗を決定する大きな要因の 1 つといえる． 

そのため，相撲において立ち合いの能力を向上させることは，競技力向

上につながると考えられる．これまでに立ち合いを競技力の高い選手と

低い選手で比較した先行研究については，桑森ら 1 4 )が学生相撲選手の 1

部校と 2 部校を対象とし，壁にフォースプレートを設置して衝撃力の違

いを比較しており，競技力上位選手が競技力下位選手と比較した．その

結果，競技力上位選手が 1 )水平方向の衝撃力が強い 2)パワー発揮能力が

高いということが報告されている．しかし，体重を除した値に有意差が

なかったことから競技力向上のためには，体重を増加させることが重要

と述べられている．立ち合いを競技力別で比較した先行研究は上記の 1

つのみであり，競技力上位選手の力発揮特性については明らかになって
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いないため，四股やすり足などの従来のトレーニング方法以外が推奨さ

れていないのが現状である．  

 

3 立ち合いの定量   

 相撲の立ち合いの強さを決定する要因は明らかとなっていないが，考

えられる要因としては対戦相手にぶつかる角度，ぶつかる重心高，ぶつ

かり方，立ち合いの際の出力など挙げられる．これら立ち合いの強さを

決定する要因のなかでも，立ち合いの強度が反映されるものとして，立

ち合いの際の出力が挙げられる．その理由として立ち合いの動作におい

ては，スタートと同時に両手は地面から離地し，下肢の関節を瞬間的に

伸展させることで推進力を生成し，地面に対して力を加えることにより

身体を加速させるため，地面反力から算出される変数が立ち合い時の力

発揮特性を評価する指標になると考えられるからである．出力からスタ

ートの力発揮能力を地面反力で評価している先行研究は， Danie l ら 2 6 )

が水泳のスタート台に床反力計を設置し出力の程度や傾きと，飛距離や

スタート速度の関係を調査して，関係性を明らかにしている． Sylv ie ら

4 )は陸上のスターティングブロックに床反力計を設置し，クラウチング

スタートの筋発揮能力特性について報告している．中でもクラウチング

スタートは立ち合いと共通している部分が多々存在する．立ち合いは静

止状態で地面に両手をつき，股関節屈曲・外転している状態から，股関

節，膝関節，足関節を伸展しながら前へ加速している．一方陸上のクラ

ウチングスタートも静止状態で地面に両手をつき，スターティングブロ

ックに両足を設置し，股関節屈曲・内外転 0°の状態から股関節，膝関節，

足関節を伸展しながら前へ加速している．両者の動作に共通している点

としては，股関節屈曲状態から下肢 3 関節を伸展しながら前方方向へ加
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速する点と，足底部の接地している面から地面反力を得て前方方向へ加

速している点である．これまで，クラウチングスタートのスターティン

グブロックに対しての地面反力を測定した先行研究では Har land ら 6 )が

陸上の短距離のスターティングブックに対する力発揮は加速局面を決定

する 1 つの要因であると報告しており，また  Sylv ie ら 4 )はタイムの速

度順でスターティングブロックにかかる力を比較しており，エリート選

手の方がより高い力発揮をしていると報告している．さらに Adam ら 1 )

は水平方向の力発揮がスタートの速度に関係していると報告している．

以上のことから，立ち合いの動作に類似しているクラウチングスタート

においては出力がスタートの速度を決める 1 要因と考えられているため，

立ち合いにおいても出力算出は力発揮能力の定量化を行うために有用な

手段であると考えられる．  

 

4 目的と仮説  

 そこで本研究の目的は，学生相撲選手の立ち合いの出力を，競技力の

高い選手と低い選手の比較から検討し，力発揮特性の差異を明らかにす

ることを目的とした．さらに．競技力上位選手の中でも学生相撲界でト

ップレベルの選手を 1 名抽出し，競技力下位群の中の選手と各項目を比

較した．仮説としては，競技力上位選手は競技力下位選手と比較して，

地面に対してより力を強く加えて加速していることが考えられる．  
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第Ⅱ章  方法  

1 被検者  

 被検者は日本相撲連盟が規定する大学 1 部校の相撲部に所属してい

る 11 名とした．実験に先立ち，被検者の所属している相撲部監督に本

研究の目的，方法および実験参加にともなう予期せぬ危険性について文

書ならびに口頭にて十分説明を行い，承諾を得たのちに被検者を募っ

た．被検者にも上記と同様の説明を行い，すべての被検者から実験参加

の承諾を得た．また本研究は，早稲田大学人を対象とする研究に関する

倫理委員会の承認を得て【 2018 -088】実施された．   

 

2  競技力の群分け  

 本研究は各試行を競技力が高い選手とそれ以外の選手によって比較す

るため，被検者を競技力上位群と競技力下位群の 2 群に振り分けた．

競技力上位群の条件としては，①これまでに日本相撲連盟が選定する大

学相撲番付に載ったことがある選手②今年度，日本相撲連盟が主催する

全国学生相撲の大会において個人戦でベスト 4 以上の成績を収めてい

る選手，のどちらかを満たしていることとした．競技力下位群は ①②の

どちらにも当てはまらない選手と規定した．従って 11 名のうち 5 名は

競技力上位群， 6 名が競技力下位群に区分された．  

 

3 試行  

(1 )スクワットジャンプ  

 両手は腰に固定し ,膝を 90°に屈曲させた状態をスタート姿勢とした .

スタート姿勢で静止した後 ,検者の「 go」という掛け声をスタートの合

図とし ,被検者は全力で鉛直方向へジャンプを行わせた .  被検者にはス
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タートと共に抜重せず，スタート姿勢の状態から鉛直方向へのジャンプ

を行うよう指示をした．スクワットジャンプを行う前に十分に練習をし

てから試技へ移行した．試技は 2 回行い，高い値の方を代表値として

採用した．  

(2 )立ち合い  

 被検者は床反力計上で立ち合いの構えの姿勢をとり，静止するよう指

示した．構えの姿勢で静止した後，検者の「はっきよい」という掛け声

をスタートの合図とし，被検者は受け手に当たった．立ち合いの試技を

行うにあたり，被検者に対していつもの相撲の取り組みのようにぶつか

るよう指示をした．受け手は全力で被検者に当たった場合，被検者の出

力に影響を与えるため，軽く踏み込む程度で当たるよう指示をした．立

ち合いの際，怪我の考慮を考え，被検者・受け手ともに右肩から当たる

ようにした．試技は 2 回行い，高い値の方を代表値として採用した．

実際の立ち合いの試技を図 1 に示した．  

 

 

 

図 1  立ち合い動作  
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4 分析方法・項目  

 ス ク ワ ッ ト ジ ャ ン プ お よ び 立 ち 合 い の 動 作 に 関 し て は 床 反 力 計

（ 0625 ,AccuPower, AMTI 社製）を用いて測定した．床反力計から得られ

たデータに関しては AD 変換器（ EIR BZ22002369： CONTEC 社製）を

使用して，サンプリング周波数 1000Hz でデジタル変換し，パーソナル

コンピュータに記録した．すべてのデータを KinemaTracer（キッセイ

コムテック社製）に取り込み，各データを分析した．  

(1 )スクワットジャンプ  

①立ち上がり時間（ s）  

 スタートの静止状態の値から 5SD を超えた地点をスタート地点とし

て採用した 2 6 )．スタート地点から鉛直成分が最大値を示した地点までの

時間を，立ち上がり時間とした（図 2）．   

②最大速度（ m/s）  

 得られた鉛直成分の値から，被検者の体重を引いた値をサンプリング

時間（ 0 .001 秒）で乗じた．その値を合計し，離地時における速度を算出

した．その最大値を最大速度とした（図 3）．   

③最大パワー（ w）  

 得られた鉛直成分の力と速度を 0 .001 秒ごとに乗じ，その最大値を最

大パワーとした（図 4）．    
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  図 2  スクワットジャンプの立ち上がり時間  

図 3  スクワットジャンプの最大速度  

図 4  スクワットジャンプの最大パワー  
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(2 )立ち合い  

①水平成分の最大値 (N /kg)  

 床反力計から得られた生データの水平成分における最大値とした．す

なわち立ち合い動作がスタートしてから足が床反力計から離地するまで

の間における最大値とした（図 5）．  

②合成力の最大値 (N /kg )  

 床反力計から得られた生データの水平成分と鉛直成分を合成した床反

力値の最大値とした．なお立ち合い動作がスタートしてから足が床反力

計から離地するまでの間における最大値とした（図 6）．  

③合成力の立ち上がり時間 ( s )  

 立ち合いの構えの姿勢での静止状態の値から， 5SD を超えた地点を

スタート地点として採用した 2 6 )．スタート地点から合成力の値が最大

値を示した地点までの時間を，立ち上がり時間とした（図 6）．  

④最大速度 (m/s )  

 得られた鉛直成分の値から，被検者の体重を引いた値をサンプリング

時間（ 0 .001 秒）で乗じ，その値を合計して鉛直成分の速度を求めた．

水平成分においては，構えた静止状態の際には力が加わっていないた

め，得られた水平成分の値をサンプリング時間で乗じ，その値を合計し

て水平成分の速度を求めた．得られた鉛直方向，水平方向の各速度を三

角関数の合成で求め，その最大値を最大速度とした（図 7）．   

⑤運動量 (kg・m/s )  

 運動量は質量と速度の積という法則から求めた．被検者の体重 (kg )と

最大速度で求めた値を乗じ，その値を運動量とした．  
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図 5  立ち合いの鉛直成分・水平成分の経時的変化  
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図 3  立ち合いの合成力の経時的変化  
図 6  立ち合いの合成力の経時的変化  
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図 7  立ち合いの最大速度  
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5 身体組成の測定  

 体重，除脂肪体重，体脂肪量を算出した．測定にはインピーダンス法

を用いた体成分分析装置（ Inbod y720，Bio  Space 社製）を使用した．イ

ンピーダンス法は電気抵抗値を測定することで体組成を推定する方法で

あるため，通電するよう被検者には足底部および手掌部にアルコールを

含んだ脱脂綿で丁寧に拭くように指示した．その後電極部位に足裏を合

わせて乗り ,直立して安静状態を保つよう指示した．体内環境を整えるた

めに，測定の 3 時間前には食事を済ませておくよう被験者に指示をした．

着衣物の重量を考慮し，風袋状態を 1 キログラムに設定した．  

 

6 トップレベル選手と競技力下位群の選手との比較  

 競技力上位群の中でも，学生相撲の中でトップレベルの選手（選手

A）と競技力下位群の中でも選手Ａと身長，体重が類似している選手

（選手 B）のスクワットジャンプと立ち合いの分析項目を比較した．選

手 A と選手 B はともに押し相撲である．選手Ａは全国大会の個人戦で

優勝経験があり，学生相撲界でもトップレベルの選手である．また立ち

合いの強さにも定評がある．  

選手 A と選手 B の身長・体重を表 1 に示した．選手 A と選手 B の形

態は身長，体重共に類似している．  

 

 

選手A 選手B

身長（cm） 178 176

体重（kg） 124.6 120.7

表 1  選手 A と選手 B の形態  



14 

 

7 統計処理  

 各測定項目において，競技力上位群と競技力下位群それぞれの平均値

±標準偏差を求めた．競技力上位群と競技力下位群の検定には，対応のな

い t 検定を用いた．またスクワットジャンプ，立ち合いの各項目は効果

量を Cohen ’s  d を用いて算出した．効果量の大きさは d<0.49 は小，

0.5<d <0 .79 は中，0 .8<d は大とした 1 6 )．また運動量と各測定項目の検定

にはピアソンの積率相関係数を用いた．なお全ての統計処理には，解析

ソフト（ SPSS stat i s t i c s  vers ion  24， IBM 社製）を使用し，危険率 5%

未満（ p <0 .05）をもって有意とした．  
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第Ⅲ章  結果  

1 競技力上位群と競技力下位群の身体組成  

 競技力上位群と競技力下位群における身体組成の各項目の結果を表 2

に示した． t 検定の結果，すべての項目において有意差は認められなか

った．  

 

 

 

2 競技力上位群と競技力下位群のスクワットジャンプ  

 競技力上位群と競技力下位群におけるスクワットジャンプの各項目の

結果を表 3 に示した． t 検定の結果，すべての項目において有意差は認

められなかった．効果量においては，すべての項目において大を示した．  

 

 

 

表 2  競技力間による身体組成の比較  

表 3  競技力間によるスクワットジャンプの比較  
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3 競技力上位群と競技力下位群の立ち合い  

 競技力上位群と競技力下位群における立ち合いの各項目の結果を表 4

に示した． t 検定の結果，すべての項目において有意差は認められなか

った．効果量においては，合成力の立ち上がり時間と運動量が大を示し，

水平成分の最大値と合成力の最大値，最大速度においては小を示した．  

 

 

 

4 選手 A と選手 B の身体組成の比較  

 選手 A と選手 B の身体組成の各項目を表 5 に示した．体重においては

選手 A が 3 .3%，除脂肪量においては 4 .2%，体脂肪量においては 1 .1%上

回った．  

 

 

 

表 4  競技力間による立ち合いの比較  

表 5  選手 A・選手 B の身体組成の比較  
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5 選手 A と選手 B のスクワットジャンプの比較  

選手 A と選手 B のスクワットジャンプの各項目を表 6 に示した．立ち

上がり時間においては選手 A が 4 .5%高い値を示した．最大速度におい

ては選手 A が 2 .1%高い値を示した．最大パワーにおいては選手 A が

7.8%高い値を示した．  

 

 

6 選手 A と選手 B の立ち合いの比較  

 選手 A と選手 B の立ち合いの各項目を表 7 に示した．水平成分の最大

値においては選手 A が 23 .3%高い値を示した．合成力の最大値において

は選手 A が 2 .2%高い値を示した．合成力の立ち上がり時間においては

選手 B が 50%高い値を示した．最大速度においては選手 A が 7 .5%高い

値を示した．運動量においては選手 A が 10 .7%高い値を示した．  

 

表 6  選手 A・選手 B のスクワットジャンプの比較  

表 7  選手 A・選手 B の立ち合いの比較  
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7 運動量と体重，最大速度の相関関係  

(1 )  運動量と体重  

 運動量と体重の関係を図 3 に示した．運動量と体重の間における相関

係数は 0 .91 であり，有意な正の相関関係が認められた（ p<0.001）．  

(2 )  運動量と最大速度  

運動量と最大速度の関係を図 4 に示した．運動量と最大速度の間にお

ける相関係数は 0 .32 であり，有意な相関関係は認められなかった．  

 
図 8  運動量と体重の相関関係  

図 9  運動量と体重の相関関係  
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第Ⅳ章  考察  

1 競技力と身体組成  

 本研究では，競技力上位群が競技力下位群を体重では約 20kg，除脂肪

体重では約 6kg，体脂肪量では約 13kg 上回ったが，すべての項目にお

いて有意差は認められなかった．競技力と形態の関係について先行研究

からは，筋量と密接に関わっていると報告されている． Hattor i ら 7 )は

プロの力士を対象に身体組成を測定し，上位力士は下位力士と比較して

除脂肪体重の割合が多いと報告している．また斎藤ら 2 2 )は学生相撲選手

を対象とし，体重よりも除脂肪体重の方が競技力に大きく関係があると

報告している．また，競技力と体脂肪量についても関係性が述べられて

おり，桑森ら 1 2 )が  立ち合いのパワーを脂肪増量のシミュレートをして

測定しており，有意にパワーが上昇したと報告していることから相撲の

競技力向上のためには体脂肪もある程度必要であると報告している．  

 本研究では，競技力と形態に差が認められなかったことから先行研究

と異なる結果であった．この要因としては被検者が少数であったことが

1 つの要因であると考えられる．上記に記した先行研究のうち，斎藤ら

2 2 )は競技力上位群を 12 名，競技力下位群 14 名とし，測定している．ま

た Hattor i ら 7 )は 36 名の力士を番付順に分類して調査している．本研

究では競技力上位群が 5 名，競技力下位群が 6 名と被検者が少数であっ

たため，平均値で見た場合は競技力と形態に差が表れなかったと考えら

れる．  

 

2 競技力とスクワットジャンプ  

 スクワットジャンプの項目において最大速度以外で競技力上位群が競

技力下位群を上回ったが，有意な差は認められなかった．力の発揮指標



20 

 

の中でも立ち上がり時間は爆発的筋力の指標とされており，素早く，強

力な筋の収縮において重要になる 1 9 )．そのためジャンプやスプリント，

方向転換などの素早い動作と関連がある 5 )とされており，爆発的な力発

揮が求められる競技においては，立ち上がり時間や立ち上がり率の向上

が求められる．相撲においても爆発的な力発揮が求められると考えられ

るが，本研究では競技間で有意差が認められなかった．その 1 つの要因

としては身体組成同様，被検者が少数であった点が考えられる．その他

の考えられる点としては，相撲の競技特性を反映した稽古方法が要因で

はないかと考えられる．立ち上がり時間や立ち上がり率を高めるために

は，ジャンプスクワットなどのバリスティックエクササイズが推奨され

ている 2 7 )．しかし，相撲の稽古方法は四股やすり足などの姿勢保持を目

的とした低速度で行われるトレーニングが多い．唯一爆発的な力発揮を

ともなう立ち合いの反復練習があるが，これは水平方向に対しての力発

揮であり，鉛直方向に対する力発揮を測定するスクワットジャンプは，

相撲選手の適切な力発揮を正確に検出できなかった可能性が考えられる．

立ち上がり時間と同様に，力の発揮指標である最大速度，最大パワーに

ついても同様のことが考えられる．  

 これまで多くの先行研究 1 0 , 2 4 , 2 5 )においてスポーツパフォーマンスと

力速度曲線の関係が述べられている．短時間で勝負が決する相撲におい

ても力・速度のどちらの要因も重要なると考えられるが，競技特性を考

え，力の発揮方向を意識したトレーニングを処方する必要があると考え

られる．  
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3 競技力と立ち合い  

 立ち合いのすべての項目で上位選手と下位選手の間に有意差は認めら

れなかった．水平最大値や合成力最大値，立ち上がり時間や最大速度に

関して差が表れなかった要因として，立ち合いの試技を実施する際，被

検者に対して実際の取り組みのようにぶつかるよう指示をしており，本

研究では全被験者が最大努力で相手にぶつかったわけではなかったこと

が考えられる．上位群の被検者の中には取り組みの際，立ち合いにて低

い体勢で相手を待ち構えるような選手が数名存在した．つまり防御を目

的とした立ち合いであると考えられる．この種の立ち合いが可能な理由

として，体重が重いため最大努力で相手にぶつからなくても押し込まれ

ることがなく，優位な試合運びが行えるという要因が考えられる．つま

り，形態や競技力，相撲の取り口などによって立ち合いのタイプが分か

れることが相撲の特性であることが明らかとなった．今後立ち合いの定

量化を行う際は，立ち合いのタイプを区分して測定する必要がある．  

 運動量についても上位群と下位群の間に有意差は認められなかった．

運動量は質量 ×速度で求められるため，最大速度に大きな差が無かった

ことから結果的に運動量にも差が表れなかったと考えられる．運動量と

体重の相関関係においては有意な正の相関関係が認められたことから，

運動量は速度よりも体重と関係があり，体重が重ければ運動量も高くな

ることが明らかとなった．桑森ら 1 2 )は，立ち合いのパワーについて脂肪

増量をシミュレートして測定しているが，脂肪増量による体重増加であ

ってもパワー発揮能力が高まると報告しており，体重と関連している結

果を示した本研究と同様の結果を表している．  

運動量は物体の運動の状態を表す物理量であり，相撲では立ち合いで

相手よりも強く当たって先手をとることが重要とされているため，運動
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量が 1 つの指標になると考えられる．本研究では，運動量と体重の相関

係数は 0 .91 であり，有意な相関関係が認められたことから質量である

体重を増加させることが適切であると示唆された．しかし，その他の要

因である速度も高めることによって運動量がさらに高まると考えられる．

そのため，質量を高めながら力発揮能力を高めることが立ち合いの運動

量を向上させるために必要であると考えられる．  

 

4 選手 A と選手 B のスクワットジャンプ  

 スクワットジャンプにおいては全ての項目で選手 A が選手 B を上回

った．特に最大パワーについては選手 A が 7 .8%上回っていた．押し相

撲の場合，相手に力を加えるためのパワー発揮が要所で求められるため，

脚伸展パワーを高めることが重要であると考えられる．選手 A は最大速

度においても 2 .1%高い値を示しており，力速度曲線全体が高かったこと

が考えられる． Sle iver t ら 2 5 )や Young ら 2 8 )は下肢伸展パワーがスプリ

ント走速度の向上に重要であると報告しており，下肢伸展パワーと爆発

的な力発揮能力と関係していることから，押し相撲に関しては力速度曲

線を高めるためのウエイトトレーニングが推奨される可能性が考えられ

る．Reyes ら 2 1 )は個人の力速度曲線をプロファイルしたものに適切なト

レーニングをした場合，パワー発揮能力が向上したと報告している．力

を向上させるためには最大筋力トレーニング，速度を向上させるために

はバリスティックエクササイズやプライオメトリックとレーニングなど

が推奨されている．パワー発揮能力向上を高めるためのウエイトトレー

ニングを行うことで，爆発的な力発揮能力が求められる押し相撲の強化

につながる可能性がある．今後は相撲のタイプによって力速度曲線をプ

ロファイルし，現場で選手に適したトレーニングを処方できるようさら
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なる調査が必要である．   

 

5 選手 A と選手 B の立ち合い  

 選手 A・選手 B は互いに押し相撲であり，立ち合いの際は最大努力で

ぶつかっていると考えられる．立ち合いの項目の中でも選手 A が選手 B 

よりも大きく上回っていた項目は，水平成分最大値・最大速度・運動量

であった．押し相撲の場合，立ち合いは対面している相手にいかに強く

ぶつかり，優位な体勢に持ち込めるかがポイントになる．そのため重い

身体を加速させるための，水平成分の力を獲得することが重要になると

考えられる．短距離の加速局面においては水平成分の力積が関係してい

ることが明らかとなっている 8 , 1 7 )．短距離の加速局面では身体の傾斜角

度を強めることが重要であり，立ち合いの相手にぶつかる角度と類似し

ているため，相撲の立ち合いにおいても同様に水平成分の力が重要であ

ると考えられる．最大速度では鉛直成分に比べ，水平成分の影響を大き

く受けているため，結果として最大速度が高まり，運動量が高くなった

と考えられる．  

 以上のことから押し相撲の選手に対しては，水平成分の力を生成する

トレーニングが推奨される．加速局面にて水平成分の力積を高める方法

としてとしては，スレッドプルトレーニングやスレッドプッシュト レー

ニングが推奨されている 2 , 1 1  , 2 9 )．押し相撲においてもこれらのトレーニ

ングを行うことが推奨できると考えられるが，相撲は前方にいる相手を

押すため，スレッドプッシュが行ったほうが効果的と考えられる．相撲

の場合，股関節を外旋させた状態で前進するため，従来のスレッドプッ

シュのフォームではなく，相撲特有の姿勢で押す必要があると考えられ

る．  
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相撲の稽古場は地面が土であり，通常のスレッド走で用いられるそり

を使用した場合，地面が削れる可能性がある．そのため，現場ではそり

の代用としてタイヤを使用することが望まれる．例として図 10 に示し

た．  

 

 

 

 

6 本研究の限界点  

 本研究では， 2 群間の比較を行ったが競技力上位群 5 名，競技力下位

群 6 名と非常に少数であり，検定力が反映されづらい被検者数であった． 

 また，立ち合いを出力のみで算出したため，あくまで予測の最大速度

であり，真の最大速度か明らかではない．また，立ち合いのタイプによ

って変化するため 3 次元動作解析などで重心高や角度などを明らかにす

ることで定量化することが今後の課題である．  

  

図 10  タイヤを代用したトレーニング方法  
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第Ⅴ章  結論  

 本研究の目的は，学生相撲選手の立ち合いの出力を，競技力の高い選

手と低い選手との比較から検討し，力発揮特性の差異を明らかにするこ

とを目的とした．その結果，競技力上位選手と競技力下位選手の間に差

は認められず，立ち合いのタイプによって出力が異なる可能性が考えら

れた．立ち合いの運動量については速度よりも，体重に依存しているこ

とが明らかとなった．  

 また押し相撲のタイプの選手で，競技力が高い選手は地面に対して水

平方向に力を加えて加速している特徴がみられた．そのため，押し相撲

の選手においては水平方向の力を生成するトレーニングが推奨される可

能性が考えられる．  
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